
令和８年１０月１５日（木）

山本一太群馬県知事

定例記者会見



本日の主な項目

◯｢外国人との秩序を持った共生社会｣に対する考え

◯ 中期財政見通し･令和9年度当初予算編成方針

◯ フードドライブの実施



県民の不安をそのままにしない！

外国人との秩序を持った共生社会

ルールを守り､地域社会を支える
群馬県民を大切にする

基本姿勢
１

｢群馬県に住んでいてよかった｣と
思い続けてもらえる群馬県を目指す

基本姿勢
２

秩序維持と支援を両輪で進める

「ツートラック・アプローチ」が重要



日本人も外国人もルールに基づき公平に対応

ツートラック・アプローチ

多文化共生・共創

ルールを守る外国人が
住みやすい県に

2

秩序の維持

不法就労や不法滞在を
なくす姿勢を徹底

1

• 適正雇用の確保
• 非行の未然防止
• 受入れペースの調整

• 相互理解の促進
• 日本語・文化教育
• 外国人材の活躍支援



県民の不安を残したまま受入れ

→無用の分断を加速させてしまうおそれ

外国人の受入れについての考え

2015 2025

44,798
（2.2%）

87,544
（4.6%）

外国人県民は

10年でほぼ倍増

欧米諸国と比べ受入れのペースが速い

客観的調査の結果を踏まえ

外国人の受入れペースを調整する仕組み

国に要望

人材需要や受入れ体制に応じた

将来的な受入れの目安が必要ではないか



知事として切迫感をもって対応していく

今後の取組

客観的調査
外国人の受入れのあり方や

適正な受入れ規模を早急に調査研究

群馬モデルの

とりまとめ

調査研究を踏まえ、群馬県としての
望ましい受入れのあり方をとりまとめ

国への提言
あるべき共生に向けた受入れのあり方を

国に提言

1

2
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財政健全化の状況
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中期財政見通し策定の必要性

社会保障関係
経費の増加

物価高騰 金利上昇

財政健全化の取組により事業拡大・大規模な投資が可能に

・こども医療費無料化の拡大

・保育の充実（低年齢児保育補助）

・小児医療センター移転再整備

・公立小中学校 35人以下学級

・県立赤城公園拠点施設整備

・利根川新橋の整備方針決定 など

持続可能な財政運営を行うため

「中期財政見通し」を策定「中期財政見通し」を策定

これまでの取組



単位：億円

中期財政見通し【財源不足額の推計】
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社会保障関係経費の増加
金利上昇に伴う公債費の増加など

今後も大幅な財源不足が見込まれる
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※ 積立基金＝財政調整基金＋減債基金（満期一括償還の償還準備分を除く）。

単位：億円

中期財政見通し【基金残高の推移】

Ｒ7は857億円

過去最高水準の基金残高を確保
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単位：億円

中期財政見通し【県債残高の推移】

R9・10 投資的経費の増加
R11以降財源不足を補うための県債発行

県債残高は増加する見込み



未来への投資による経済と財政の好循環

県民の幸福度向上のための取組

新たな富の創出に向けた未来への投資

県税収入
増加

地域経済の

持続的な成長

・ワイズスペンディングの視点による事業見直し
・民間リソースの積極的な活用
・自ら「稼ぐ」施策
・ＡＩの活用を含めたデジタル化による生産性向上



直面する課題への対応直面する課題への対応

令和９年度当初予算 編成方針

新たな富の創出に向けた未来への投資新たな富の創出に向けた未来への投資

・ワイズスペンディングの視点による事業見直し
・民間リソースの積極的な活用
・自ら「稼ぐ」施策
・ＡＩの活用を含めたデジタル化による生産性向上

県民の幸福度向上県民の幸福度向上

社会保障関係
経費の増加

多様化する

行政需要
物価上昇による

歳出増加

生み出した財源･人的資源を集中



フードドライブ実施

フードドライブ

実施主体
支援が必要な方々フードバンク

ご家庭で余っている食品を寄付していただく取組

日程 木10/22 ～ 23 金 場所 ⚫ 群馬県庁
⚫ 県内９つの合同庁舎

対象 以下をすべて満たす食品

⚫未開封

⚫常温保存可

⚫賞味期限２か月以上

※伊勢崎及び館林を除く

ぐんま環境フェスティバルでも実施

10/31(土)@群馬県庁

フードドライブの
詳細はこちら →



事業者の皆さまへのお願い

群馬県未利用食品マッチングシステム

食品提供者 受取者

提供可能な

食品情報を登録
登録された

食品情報を選定

食品提供者とフードバンク等の食品受取者をWeb上でマッチング

⚫システム利用は無料

⚫通年で利用可能

⚫寄付先を探す労力や食品廃棄費用の軽減に寄与
詳細は

こちら→

専用WEBサイト
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